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近過去の女性名(そ の3)

近過去の女性名(そ の3)

野 元 菊 雄

これ まで の研究

「近過去の女性名」という題で、本誌に発表するのは2回 目です。にも

かかわらずここに(そ の3)と しましたのは(そ の2)を 中間で別のとこ

ろに平成8年 に発表 しているからです。

実はその間にもう一っ 「フミコ考」というのを発表 しています。

(その1)は 、この雑誌 「文林」第30号 ですので、本号を読む方は何 と

か入手できると思います。これは改めては紹介の必要はない、と考えます

が、他の二っにっいてはここで概略を述べておきます。

(その2)は 平山輝男博士米寿記念会編の 「日本語研究諸領域の視点」

の上巻(平 成8年10月28日 、明治書院)に 発表 したものです。平山先生は

方言研究の大家ですので、命名の地域差ということを考えたのですが、思っ

たほどは地域差は出ませんでした。 しか し、大略は次のようでした。

名まえにっいて敏感なのは(と 言 うことは変化が早いのは)近 畿地方で

あるようです。九州北部 と山口県 も相当高い、 と言 っていいでしょう。関

東は西半分が高 く、 これは長野県にも連なります。愛知県 も高いのですか

ら、結局 は大都市 とその影響の及ぶところ、 ということになる、 と思いま

す。(そ の1)で は南関東に注目していたのですが、残念なが らこれは正

一17一



文林 三十二号

しくはなか ったよ うです。

東北地方 はあま り先進的、つ まり名 まえの新傾 向を先取 りす る、 とは言

えないよ うです。 この点で は、山口県 を除いた中国地方 と、北 陸 と近畿 に

入 ります けれど も滋賀県 とが同 じく先進的 とは言 えないよ うです。

(そ の1)で 見 ま した ように、時代に よる推移 の外 に、地域 による傾向

も確か にある、 と言 って いいで しょう。 しか し、 この ことを はっき り言 う

ためには、 ただ都道府県別だ けでな く、少 な くとも東 京23区 と政令 指定都

市 は別 に集計すべ きで したが、 この資料の関係で これ はで きませんで した。

「フ ミコ考」 は 「日本語教育論文集 一小出詞子先生退 職記 念」(1997年

6月28日 、 凡人社)に 発表 しま した。小 出先生のお名 まえが フ ミコさんで

すので、 その名 に関 した ことを書 きま した。(そ の1)に 使 った もの とお

な じく、総数142,567の うち、 フ ミコは703人 で、 これは全体 の0.49%で す。

残念 なが ら先生 の 「詞子」 を フ ミコ と読む人 は現れ ませんで した。表記

で一番多 いのは もちろん 「文子」で全体 で310人 、 全 フ ミコの44.10%と な

ります。以下6番 目まで 「富美子」「史子」「ふみ子」 「冨美子 」 「フ ミ子 」

とな り、全部で35種 類 の表記 があ り、 それ らにつ いての考察 も加えま した。

「一子」 で終 わるのは、 この フ ミコの場合 、10種 類 、393人 で す。 これ

が、今 回の(そ の3)に つ なが るわけです。

今 回 の 資 料

資料 としま して は、(そ の1)で 扱 った14万 余 のもので は作 業が 大変 で

すので5分 の1の サ ンプ リングによって得 ることに しました。 サイ コロを

振 った ところ 「2」 と出 ま した ので、以下原資料 の、2,7,12,17,...

と五 っ置 き名 まえを拾 って、今回以降 の資料 とす ることに しま した。
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近過去の女性名(そ の3)

その総資料数は28,686で した。原資料は(そ の1)に も書 きましたよう

に、ある生命保険会社の契約者の全女性ですが、この28,686を5倍 いた し

ますと143,430と なり、 この方が(そ の1)の 資料より900人足らず多くなっ

て しまいます。その理由は、(そ の1)で はそこに書 きましたよ うに、 同

日生 まれ、同一読み、同一表記の方が複数ある場合は、その名まえはダブ

リとして一っだけ拾 う、 ということにしたことに主 としてある、 と思いま

す。その他にも(そ の1)に 述べましたように少々省いたものがありまし

た。今回は正確 にサンプ リング間隔5で 名まえを拾いました。 こうした場

合はダブリは一っも出てきませんでした。つまり上の条件で同 じ名まえが

五つ以上並んでいることはありませんでした。 このような差が出てきます

と、わたしに資料を提供 してくれた友人の、 どんな場合でも出てきた限り

は全部数えるべきだ、 という方針に従 っておいた方がよかったか、 と思 い

ますが、 もう恢復はむずかしいで しょう。

(その1)で 述べましたように、このデータは平成4年 までのものです。

今 これを発表するのは平成10年 ですか ら古 いと言えば古 いのですが、わた

しに資料を提供 して くれたわた しの友人はその後亡 くなったので補充の手

だてを失っています。 したがってなるべ く早 く結果を出 したいのですが、

わたし個人の時間の都合で、 なかなか思うに任せません。

(その1)で は、第1表 に 「生年別実数」、第2表 に 「生年別構成比率」

を挙げましたが、今回はサンプ リングですけれども、以後の基礎の数字 と

なりますので、「生年階層別都道府県別実数」をまず第1表 として挙 げま

す。
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文林 三十二号

第1表 生年階層別都道府県別実数
一

T S詔 一
IS6 . Sll・ S16一 S21・ S25一 S30・ S35一

Is40 . 545. S50一 S55一 S60一 且 計

」ヒ陶避 3 11
1-28

37 65 82 112 1ユ7 148 190
一一
220 98 86 69 190 ユ456

青 森 1 2 3 9 11 14 20
一
25 36 49 45 20 25 23 53 336

岩 手 1 可 7 11 14 21 27 39 50 59 60 27 24 29 81 454

宮 城 3 4 8 16 18 27 33 35 44 76 69 20 29 27 70 479

秋 田 3 3 6 5 7 10 11 15 17 25 27 12 11 9 28 189

山 形 2 3 5 5 8 12 17 22 27 37 44 15
.

13
.

16 32 258

福 島 2 5 10
一
10 15 21 30 30 40 52 66 31 30 24 77 443

茨 城 3 4 9 11 24 26 41 32 41 67 67 28 29 25 87 494

栃 木 2 3 8 8 14 22 23 27 28 47 53 24 21 22 56 358
.

群 馬 3 6 6 10 18 26 31 38 48
一
71 70

一
26 31 32 103 519

埼 玉 14 19 45 79 126 135 145 140 230 363 359 150 125 104
一
355 2389

千 葉 8 12 32
■

54 101 108 130 117 163 292 291 114 95 87 240 18441
東 京 35 46 99 140 204 231 264 275 427 631 462 173 161 142 485 3775

神奈川 16 21 54 82 133 148 171 174 260 412 362 150 127
一 一.
114 401 2625

新 潟 4 2 2 7 11 11 21 19 22 35 30 16 16 15 41 252

富 山 1 1 3 5 13 18 25 30 37 151 42 14 18 13 38 309

石 川 1 1 3 7 9 11 21 23 23 26 43 12
一
11 8 31 230

福 井 0 1 3 3 9 12 17 16 20
124

45 11
110

9 23 203

山 梨 1 1 2 2 6 5 9 15 13 15 17 8 9 7 22 132

長 野 3 3 5 5 9 15 19 25 23 47 46 18 17 18 56 309

岐 阜 1 2 4
17

12 18 26 24 31 48 44 17 18 12 65 329

静 岡 4 8 14 29 45 51 57 59 89 138 146 55 46 46
.

149 936

愛 知 4 10 20 35 61 70 87 85 117 189 190 68 69 58 229 1292

三 重
一
1 2 5 9 18 19 26 30 33 48 49 24

一
26 18 49 357

滋 賀 0 1 3 5 6 9 11 12 16 24 26 9 9 9 26 166

京 都 5 6 百 14 21 28 29 29
一一

42

一一一

59 53 24 19 16 66 420

大 阪 8 15 38 55 83 91 111 106 165 238 230 92 94 88 234 1648

1

一兵 庫
10 12 28 37 56 65 72 81 109 178 153 70 69

一
60 192 1192

奈 良 1 2 2 7 11 15 16 16 26 30 26 15 12 9 44 232

和歌山 1 1 4
一

3 8
一

7

一

11

一 一

14

一一

15

一 一

25

一

25 12 13 11 26 176一一一一一一一鳥
取 1 1 3 1 6 5 7 10 12 14 16 4 7 7 17 111

島 根 1 1 2 2 4 5 5 9 9 19 16 6 7 6 15 107
昌

岡 山 2 1 2 4 8 9 13 18 19 27 30 14 14 12 43 216一
広 島 2 2 4 7 15 13 23 26 36 56 58 22 24 19 64 371

山 口 3 3 7 6 13 19 22 21 24 31 36 19 15 13 37 269

徳 島 1 2 2 5
一

9 10 14 20 28 45 35 9 9 8 26 223

香 川 1 1 3 4 6 8 12 13 20 26 31 9 10 6 29 179

愛 媛 1 3 6 5 10 17 24 24 35 46 48 21 18 16 43 317

属 知 1 1 忽 4 5 6 9 11 14 15 15 6 6 61 13 114

福 岡 5 8 23 32 57 76 94 106 122 202 190 88 73 571 152 1285

佐 賀 1 0 2 2 5 7 14 12 17 27 29 11 10 14 26 177

長 崎 1 4 3 6 13 15 22 20 26 49 51 17 17 17 46 307

熊 本 1 3 6 8 12 18 30 30 33
一

47 44 19 21 13 46 331

大 分 1 2 2 9 11 16 21 20 25 35 36 20 16 12 35 261

宮 崎 0 0 3 3 7 12 20 24 24 38 55 18 19
一一

15 39 2771
鹿児島 1 0 2 3 6 5

一

11

一

10 13
一

16

一

20 8 7 7 14 123
'沖 縄

1 0 0 3 5 5 14 21 25 43 26 7 11 12 43 216

総 計 165 243 537 811 1328 1574 1968 2065 12822 4282 4096 1651
一

1丘晶7 1360 4237 28686一 一
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近過去の女性名(そ の3)

一コ の つ く名 ま え

今回 の主 な集計 は一コのっ く名 まえです。(そ の1)で は 一子 のっ く名 ま

え としま したが、 今回 は読 み方 の最後 が コの ものをすべて拾 うことに しま

した。 したが って(そ の1)よ りは比率 で少 し多 くなるはずです。

全体で は一コのつ く名 まえ は13,379人 い ましたが、 これは全数 に対 して

46.64%で す(第3表 の右下 の数字)。 この比率 は年々減 っているはずです。

資料 の限 りでは、46%台 の道府県 は、北海道、宮城、埼玉、石川、大阪、

岡山、福 岡、長崎、熊本、で九つ あ ります。特別 な地域的傾 向 はないよう

です。

これよ り多 い都府県 は、青森、岩 手、秋 田、福島、栃木、 千葉、東京 、

神奈川、新潟、富山、 京都、奈 良、鳥 取、山 口、鹿児島、沖縄、 で、全 部

で16あ ります。 これ は東北 ・関東 に多 いようです。

30%台 と低 いの は、福井、長野、愛媛、 高知、 の4県 です。

その他 は、40-46%と い うところですが、 中部 ・四国 ・九 州 が少 な い方

で ありま しょう。

ただ、 これ らの比率 は、青森 の52,38%を 最 高 に、高知 の30 .70%が 最 低

ですが、 サ ンプルの少 ない県 は少 しこの数字 の安定 性を欠 いてい るか も知

れません。

音 読 み と訓読 み

「一子」は言 うまでもなく訓読みですが、その前の漢字を音で読むか訓

で読むかの問題があ ります。 このことを調べてみました。

ここでは、「現代漢語例解辞典」(監 修林大氏、1992年1月20日 、小学館)
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文林 三十二号

で音 の読 み とな っている ものを 「音」 と し、「音」 とな って いな い ものを

「訓」 とす る ことに しま した。

同 じ読み方 で も、音 と訓 とに分か れ る場合が もちろんあ ります。例え ば

同 じマィーコで も音 であれば 「米子」(ヨ ネ コで な く)で す し、訓で あれ ば

「舞子」 にな ります。 これは2字 の場合ですが、同 じマイーコで も、3字 で

す と、「音音子」 は 「麻衣子」、 「音訓子」 は 「磨亥子」、 「訓 音 子」 は 「間

囲子」、 「訓訓子」 は 「真猪子」 と、 これ らはあ まり実際 にあ った名 まえで

はあ りません が例 を挙 げてお きます。

上 のよ うに定義 して おきます と、変 なことも起 こりま した。 「佳 子」 を

ケィ コと読 ます人 がいます。 しか し、普通 の漢和辞典で は 「佳」 にケイ と

い う音 は認 めてお りませ ん。 したが って、上 の定義 に従 えば、 これは 「音

子」 で はな く 「訓子」 とい うことにな って しまいます。多分、 命名者の意

識 としては 「音子」 のつ もりであ りま しょう。 いろいろの名付 けの本で も

わた しの見た限 りで は 「佳」 に はケイの読 みは出ていません。 っ ま り完全

な誤 りとすべ きもの、 と思い ます。 この原因は多分 かの シンガーソ ングラ

イター小椋佳氏の存在を無視で きない、 と思 って調 べてみ ま した。小椋氏

がデ ビュー したの は1970年(S45)で 、 「シク ラメ ンのか ほ り」 が世 に出

たの はS50年 で す。 なお、歴史的仮名遣 いで あれば 「か を り」 のはずです

か ら、二重 に誤 って いることにな ります。

それ はさてお き、 こうい うケイコさん は、 全 部 で23人 で す。Slr1

人 、S21-1人 、S25-2人 、S30-1人 、S35-4人 、S40-7人 、

S45-5人 、S50-1人 、H1人 、 とな って い ます。 小椋 氏 の影響 は

S45-、S50一 が 少 し多 いよ うではあ りますが、 それ ほ ど多 くな い よ うに思

われ ます。
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近過去の女性名(そ の3)

地域別では、京都 ・大阪 ・熊本各1人 、福岡3人 が西日本で、あとは東

日本が主 となっています。埼玉2人 、東京6人 、神奈川3人 と首都圏が多

くなっています。

また、中には同 じ字 に音と訓 との両方が同じ読みが載 っている場合 もあ

ります。例えば、「邪」 という字には、音 「ヤ」と訓rや 」 とが両方上述

の辞典には載っています。 このようなときは他の漢字の読みが音か訓かに

よってその都度判断することとしておきました。

少 し回り道を しましたが、「音子」以下の6種 類についての集計表を第

2表 として示 し、一部を第1図 、第2図 としてみましょう。また、第2表 の

データの一部を都道府県別にして、実数 ・比率を第3表 にまとめてみます。

第2表 生年階層別音訓別比率
一

2字
1

3字

音子 訓子 全体での% 音音子 音訓子 訓音子 訓訓子 全体での%

T 17.78 82.22 27.27 40.00 6.67 6.67 46.66 9.09

S2. 18.95 81.05 39.09 43.33 23.33 6.67

一

26.67 12.35

S6一 25.94 74.06 44.51 50.60 22.89 8.44 18.07 15.46

S11. 30.35 69.65 49.57 46.46 25.20 8.66 19.68 15.66

S16一 27.17 72.83 52.94 55.55 19.19 7.58 17.68

一

14.91

S21. 35.09 64.91 47.08 54.31 14.75 14.03 16.91 17.66

S25. 41.16 58.84 47.41 56.23 17.68 14.20 11.81

一

17.53

S30. 41.70 58.30 42.62 58.78

一

18.88 13.30 9.04 18.21

S35. 40.25 59.75 34.34 63.58 15.45 13.68 7.29

一

16.05

S40. 39.08 60.92 36.13 66.07 14.43 13.11 6.39 14.25

S45一 41.38 58.62 26.61 65.98 16.07 12.48 5.47 14.28

S50. 45.12 54.88 22.96 66.80 11.07 17.62 4.51 14.78

S55一 41.33 58.67 17.52 65.62 13.02 17.19 4.17 12.41

S60一 40.74 59.26 9.93 69.81 8.49 12.27 9.43 7.79

H 45.06 54.94 5.97 59.91 14.74 15.67 9.68 5.12

合計 38.11 61.89 29.50 61.14 15.88 13.38 9.50 13.47
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第3表

近過去の女性名(そ の3)

都道府県別音訓別実数および比率
一

3舗2物 「子」
一

3音 節2字 の 「・了・」

一コの合計 1惣鋸
1
箭 訓子1 訂仔の%

一
音音子 部仔 訓庶子 刮尉仔 カカ子 1ひ びF

慧 % 轍 % 鋤 % 慧 % 鐵 % 緻 %

北繭雌 147 262 64.06
:ユ29
50.00 35 13157 33 12.79 21 8.】4 17 6.59 23 8.91 673 46.22

1
青 森 38

一
63 62.38 31 141.33 8 1α67 14 18.67 7 9.23 5 6.67 lD 13.33 176 52.38一岩 手

61 68 52.71 37
1
41.57 4 4.49 11 12.36 7 7.87 16 17.98 14 15.73

1219
48.24

宮 城 49 85 63.43 24 2824 22 25.88 9 10.59 5 5.88 25 129.41 222 46.35

秋 田 24 140 62.50 17 39.53 4 9.31 4 9.31 6 13.95
一
6 13.95 6 13.95 lO7

一■

56.6]一
山 形 30 37

一
5522 25 52.08 4 8.33 3 625 8 16.67 3 6.25 5 10.42 115 44.57

棉 島 52 82 6L19 30 35.30 14 ユ6.47 8
Ig
.41 6 7.06 17 20.00 10 11.76 221 49.89

'茨 城
56 90

161
.64 34

II43.04 10 一
一

12.66 4 5.06 10 12.66 5 6.33 16 20.25 225 45.55

栃 木 45 78 63.41 24 53.34 18 17.78 ] 222 1 222 16 13.33 5 11.11 169 4721.

群 馬 143 78 64.46 49 4623 17 16.04 6 5.66 10 9.43 5 4.72 19 17.92 229 44.12

1埼 玉 287 428 59.86 188 47.72 43 10.9i 42 10.66 35 8-88 27 6.85 59 14-98 n12
_」

46.55一一
千 葉 235 356 60.24 157 49.68 39 10.34

一

29 9118 25 7.91 21 6.65 45 14.24 912
一

49.46

東 京 457 761 62.48 34Q 5Q.52 78 11.59 78
一

11.59 50
.

7.43 36 5.35 Ig1 13.52 1go9 50.57

神奈川 309 491 6L38 238

一

52.65 49 10.84 48 1α62 40 8.85 23 5.09 54 11.95 1264 48.重5

新 潟 27 62 69.66 13
一

38.24 5 14.71 4 11.76 1 2.74 7 20.59 4 11.76 123 48.81
1

富 山 29 67 69.79 35 61.40 7 12.28 6 10.53
14

7.02 2 3.51 3 526 155 50.16

石 川 29
136

55.38 18 42.86 5
一

ll.90 7 16.67 5 11.90 2 4.77 5 ⊥1.go 79 38.92

福 井
■

23 29 55.77 117 62.97 5 18.52 3
111
.11 1 3.70 1

一

3.70 108 46.96

山 梨 12 15 55.56 16 50.00 」 9.37 5 15.63 1
一

3.13 4
一

12.50

■

3 9130 59 44.70

長 野 27

一

52 65.82 22 50.OG 7 15.91 2 4.55 2 4.55 1 2.27 10 22.72 123
一

39.81
一 一

岐 阜 31 59
一

65.56 20 3922 11 21.57 」 17.65
一

3 5.88 2 3.92 16 11176 141
「

42.86

静 岡
一

74 175 70.28 71 47.02 20 1324 12 7.95 13 8.61 5 3.31 30 19.87 1404 43.16

愛 知 124 196 61.25 98 48.28 22 10.84 22 10.84 12 5.91 113 6.40 36 17.73 526
一

40.71

三 重 28 73 72.28 31 5].67 7 11.67 5 8.33 6 10.00 11 18.33
一

162 45.38
1

厳 健 16 31
一

65.96 14 53.85 4 15.38 2 7.69 1 3.85 5
1
19.23 74 44587

京 都 46 98 68.06 35 53.03 13 19.69 6 9.09 5 7.58 1 1.52 6 9.09 211 50.24

1大 阪 212 302 58.75 128 52.45 25 10.25 33 13.52 17 6.97 19 7.79
一

22 9.02 762
一

4624

兵 庫 128 207 61.79 94 49.74 32 16.93 26 13.76 7 3.70 11 5.82 19
一一

10.05 531 44.55

奈 良 23 45 66.17 22 5L16 6 13.95
1
5 11.63 2 4.65 3 6.98 5 11.63 113 48.71

和歌山 22 27
一
55ユ0 11一 42.31 5 19.23 4 15.38

一

1 3β5 2 7.69 3 11.50 75
一

42.61

鳥 取一 19 16 45.91
111
47.83 3 13.04 6 26.08 2

一

8.70 1 1 4.35 58 52.25

島 根 10 17
162
.96 9 50.00 2 11L11 1 5.56 15 22.77

一
1 5.56 45

一

42.06

岡 山 29 33 53.23 16 45.72 5 1429 6 17ユ4
16
17.14 2 5.71 ioO 46.30

広 島 35 60 63ユ6 30 56.61 9 16.98 5 9.43 4 7.55 5 9.43 150 40.43

山 口 28 58 67.44 24 52.17 8 17.39 4
一一
a7G 4 8.70 3 6.52 3 6.52 133 49.44

徳 島 23 47 67.14
.

10 40.OO 7 28.00 4 16.OO 2一 8.OO 1 14.OQ 、 4.00 98 143.95

香 川 22 28 56.00 16 64100 3 12.00 1 4.OO 2 8.00 3
I
l2.00

一
76 42.45

愛 媛 31 45 59.21 20 52.63 3 7.90 2 5.26 5 13.16
1

7 18.42 1 2.63 118 3722

高 知 11 13
一

54.17 6 54.55 1 9.09 2 18.18 1一 9.09
■

1 9.09
一

35 30.70

柵 岡' 138 233
一

62.80 132 59.73 24 10.86 16 7.24 12 5.43 21 9.50 16 724 600 46.69

佐 賀 14
一

31 68-89 10 37.04
一

6 22.22 4 14.82 11 3.70 4 14.81 2 7.41 72 40.68

1長 崎 32 60 65.22 26 53.06
I
I7 14.28 6 1225 1 2.04

一
3 6.12

一
6 12-25 143 46.58

熊 本 38 61 61.62 20 39.G4
15
9.26 8 14.81 3

15
.56 10 18.52 8 14.81 154 46.53

大 分 26 44 62.86 23 58.98
門

4 10.26 3 7.69 2 5.13 1 2.56 6 15.38 110 42.15

宮 崎 39 46
一

54.12 21 52.50 5 12.50 1 2.50 5 12.50 3 7.50 5 12-50
一

127 4臥851
鹿児島

一

14 19
一

57.58 8 32.00 2 8.00 3 12』0 3 12.00 6 24.00 3 12.00 59 47.97

沖 縄 32 34 51.52 13 36.11 8 2222 7 19.44 4 11.11 2 5.65 2 5.65 1102 47.22一
計 3225 5238 61.89 2363 49.14 1614 12.77 517

'10
.75 371 7.72 334

一

6.95

一
1εoヨ 12.67 13379 46.64
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文林 三十二号

以上 の表 と図 とにっ いて考察す ることに します。

まず、3音 節漢字2字 で 「一子」 を(そ の1)で は 「雅子 様型 」 と し、

同 じく漢字3字 で 「一子」 を 「美智子様型」 としま したけれ ど も、音 ・訓

ということを入れて、 この(そ の3)で は、前者 は 「訓子 」、 後 者 は 「音

音子」 と して いますので、以後 はこの新 しい名で呼ぶ ことに します。

ここでは、漢字2字 で 「一子」で終わ るもの と して は、 この最初 の漢字

が音読 みか訓読 みか、 とい う問題 とな ります。訓読みの方が大体62対38で

多 いのです が、大正 か ら昭和 の初 めごろは80%台 で あったのがだんだん少

な くな って、平成 にな ると55%と な って しまいます。逆 に もち ろん音読み

はそれだけ増 え ることにな ります。

「音 子」 がわた しのデー タの最初 に少 なか ったの は、 コが訓 なので重箱

読みを嫌 う意識 が少 し残 っていた もの、'と思 います。 この タブーが解 けて

「音子」 が多 くな ったので しょう。大体 「一子 」 は昔 は接 尾辞 だ とい う意

識が強 くあったよ うで、 田丸卓郎氏の 「ローマ字文 の研究 」(1920年)な

どでは女性名 の 「一子」 は ローマ字で は一koとハ イフ ンをっ ける ことにな っ

ていま した。例 えば、本名 が 「梅(ウ メ)」 であれば、他人 か ら軽 い敬意や

親 しみを こめて 「お うめさん」 とか 「梅子 さん」 とか呼 ばれていた ことは

明治 ・大正 の文学 に見 られ るとお りです。

「音子」 と 「訓 子」 とを合計 した ものが、全部 に対す る%は 、(そ の1)

に書 いた ところとほとん ど同 じで、S16一 に最高 に達 して、両側 に低 くなっ

て います。 この タイプはHで は6%に 過 ぎませんか ら、 もう女性名 の代表

とは言えな いだ ろ う、 と思 います。

漢字3字 の名 まえで 「一子 」で終わ るものは、漢字2字 の方 よ りも遅 く

ピークに達す る、 とい うことで、2字 の方 よりも細 かい一致 はあ りません
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近過去の女性名(そ の3)

けれ ども、大筋 としては(そ の1)で 述 べた こととそ う変わってはいません。

四っの種類 に分 けた ものでは、大 ざっぱに言 って、「音 音子 」 は漸 増傾

向 にあ り、 「三重子 」、「今 日子」 のよ うな ものを含 む 「訓訓 子 」 は漸 減傾

向 にあり、最初一番多 か ったのが急激 に下が り、戦後 は一番少 な くな って

います。 これ は2字 の方 の 「音子」 と 「訓子」 とに平行 してい る、 と言 っ

て いいで しょうが、2字 よ りは もう少 し音 の方 に傾 いてい るよ うです。 ま

た、 「音音子」 を除 いた3種 類 につ いて は、 第2図 にも示 す よ うに、 最近

になって、少 し上 が って きたよ うです が、 これは もう少 し経過 を見 ないと

はっき りしません。

これ らの図で は、(そ の1)で 示 した図 と比べ ると、2字 の方 ではほとん

ど同 じである、 と言 って よか ろうと思 い ますが、3字 の方 で は(そ の1)

で示 した ものより も安定性が悪 いと思 います。5分 の1の 故 であ りま しょ

う。

第3表 の3字 の6種 類 の都道府県別 の方で は、「音音 子」 が最 高香 川 の

64.00%、 最 低宮城 の28.24%、 「音訓子」 が最高徳 島 の28.00%、 最 低 岩手

の4.49%、 「訓音子」が最高鳥取 の26.08%、 「訓 訓子 」 が最高 島根 の22.77

%、 「カカ子」 が最 高鹿 児島の24.00%、 「ひひ子」 が最高宮城 の29.41%で 、

「訓音子」以下の四つ は最低 は0.00%で す 。県名 は第3表 で見て くだ さい。

そ う見 ると都道府県 で差 があ るよ うです けれど も、計算 しなが らの感 じで

は割に安定 してい るよ うに思 いま した。

「良子」 「幸 子」 の読 み方 について

読み方が漢字だけでは確立 していないものか ら上の二つについて都道府

県別に示すと第4表 のようになります。
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「良子」「幸子」の読み方 都道府県別実数

文林 三十二号

第4表

良 子 幸 子
リ ヨ ウコ ヨ シコ ナガコ サ チコ ユ キ コ コ ウ コ

北海道 4 1 9 1

青 森 6 1

1岩 手
一

4 7 2
1宮 城

1 4 2

秋 田 2 3 1

山 形 1 4一福
島 1 4 2

茨 城 1 1 4

群 馬 1 4

埼 玉 4 11 15 2

千 葉 2 4 14 3

東 京 6 6 35 4

神奈川 1 12 3 18 3

新 潟 1 1

富 山 3

石 川 1 1一
福 井 2

長 野 1 1 1
一 一
1

岐 阜 1 1

静 岡 2 2 1 7 2

愛 知 2 11 3

三 重 1 2
一
2

滋 賀 3

京 都 1 6 1

大 阪 3 1 1 12 1

兵 庫 1 4 4 5

奈 良
1 12

1

島 根 2
一 一

広 島 3 1

山 口 1 1

徳 島 1 4

香 川 1

愛 媛 2

高 知 1

福 岡 1 4 1一 一
佐 賀 1

長 崎 1 1

熊 本 2

大 分 2

宮 崎 1 1

鹿児島 1 1

沖 縄 1 1

計 38 !42 15 203 43 3

音か訓かの観点では 「良子」が問題です。わたしなどは 「良子」 と見る

とヨシコと普通には読みますが、中野良子 さんという女優さんがいて これ
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近過去の女性名(そ の3)

は リョウ コです。表 に示 してな いの は、栃木、 山梨、和歌 山、鳥取、岡山、

の5県 で、 ここには 「良子」「幸子」が なか ったわ けです。

そ こで これはどっちが多 いか を数 えてみ ます と、音 で リョウコは38人 で、

訓 で ヨシコは42人 と、 ヨシコの方 がわずかに多 くな って はいますが、大 し

た差 ではあ りません。訓 には他 にナガコの5人 が います。 これは今 の皇太

后 の名 ですが、 すべてSの 時代、す なわ ち皇后 時代の生 まれです。

生 まれた年 によ って違 いがあるのかを見てみ ます。 まず リョウコは、T

1人 、S6-2人 、S11-2人 、S16-2人 、S21-9人 、S25-3人 、

S30-8人 、S35-1人 、S45-3人 、S50-5人 、S55-2人 、 と い

うのに対 して ヨシコは、T1人 、S6-2人 、S11-2人 、S16-7人 、

S21-7人 、S25-5人 、S30-3人 、S35-4人 、S40-6人 、

S45-3人 、S50-2人 、 とな っています。 比 較 を します と、 ヨシ コの

方 がわずかに早 いよ うですが大 した差 で はあ りません。 なお ナ ガ コは、

S6-、S16-、S25-、S30-、S50一 各1人 とな っています。

地域 別です と、 北海道 ・東北 は リョウコが多 く、 関東 となる とヨシコの

方が優勢です(埼 玉 は4対11、 千葉 は2対4で ヨシコ優勢 ですが、東京 は

6対6で 同数です)。 東海 もどち らか と言 うと ヨシコで すが、 関西 はあ ま

り差がな く、九州 は リョウコ優勢 です。 しか し、地 域差はそ うは っきり言

えな いような気が します。上 に述べた ところで は国の両端が リョウ コ的で

はあ りますが、周圏論 とい うわ けに もいか な いので はな いで しょ うか。

「良子」 自身 が西 日本 には少 ないのです。 ちなみに、 ナガ コは、 茨城、 静

岡、各1と 、神奈川、3と なって います。神奈川 は多 いのですが、総計 で

そ う多 くはないので何 と も言 えないよ うに思 います。第4表 に示 しま した

よ うに、茨城 は他 に リョウ コ1、 神奈川 は リョウ コ1、 ヨシコ2で 、静岡
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文林 三十二号

は リョウコ、 ヨシコ各2で した。

「幸子」 につ いて は、(そ の1)で コ ウコは非常 に少 な く、 サチ コが多

く、 ユキ コはそれほど多 くな い、 としました。 これ は調べ てい る途 中での

印象 で したが、 このサ ンプ リング調査 で もそ のとお りに出ま した。「幸子」

とあった らサ チコと読 めば80%は 当 たる、 とい うことにな ります。 わた し

自身 は 「幸子」 はユキ コと読 む方で ユキコは もっと多 いか と思 っていま し

た。

ユキ コが多 い地方 はそれ ほどはっきりしません。兵 庫 と徳島 とはサ チコ

よ りユキ コが多 くて、 しか も近 くに位 置 して いる、 とい う点 で注 目され ま

すが、 これは偶然 である可能 性 も高 いので はないで しょうか。

この 「幸子」 を生年 の階層(ブ ロック)別 に分 けて数 え ると次のよ うに

なります。

サ チコは、T1人 、S6-10人 、S11-12人 、S16-18人 、S21-25

人 、S25-17人 、S30-24人 、S35-26人 、S40-30人 、S45-22人 、

S50-7人 、S55-7人 、H4人 。

ユキ コは、T1人 、S6-3人 、S11-2人 、S16-2人 、S21-8

人、S25-1人 、S30-8人 、S35-3人 、S40-7人 、S45-8人 。

音読 みの コウコは、S30-、S40-、S45-、 各1人 。

ユキ コが少 し古 いのか、 とも思い ま したが、総数の サ チ コ203人 、 ユキ

コ43人 という差を考えれば、その よ うな傾向 はな い、 と言 っていいで しょ

う。

その他 の3音 節2漢 字で ト子」で終 わる個 々の名 まえ とその表記 にっ い

ては、次 の機会 を待 ちたい、 と思 います。
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近過去の女性名(そ の3)

そ の 他 の 「一子 」 に つ い て

まず、 ひ らがなを 「ひ」、 カタカナを 「カ」で示 します と、 「カカ子」 が

全部で334で 、 一コ全体 の2.50%、 「ひひ子」 が609で 、4.55%と な ります。

傾向 と して は(そ の1)で も書 きま したよ うに、カ タカナの方 が名 まえに

使 われ る文 字 と して は古いので、「カカ子」の方が古 く、「ひ ひ子」 の方が

新 しい ようです。 なお 「ひ力子」や 「カひ子」 のよ うな ものはありません。

地域 的に も大 きな差 はないよ うです。 ただ、 「カカ子」 のな いの は、 三

重、滋賀、鳥取、 島根、 岡山、高知、 の6県 で、「ひひ子」 が な いの は、

広 島、香川、 の2県 で した。 やや地域的 な ものがあ るか も知 れ ません。 す

なわち、西 日本、特 に、 中 ・四国 にないよ うではあ ります が、全数 がそん

なに多 くないので、 あま りは っきりとは言 えません。

なお、漢字 を 「漢」 とします と、「漢 ひ子」 や 「ひ漢 子」 と ここで決 め

たのは、北海道 の 「衣 ぬ子」(キ ヌコ、S30-)、 群 馬 の 「と志子」(S2-) 、

東 京の 「と志子」(T)、 「1よ志子」(T)、 「志 げ子」(S2-)、 愛 知 の 「志づ子」

(T)、 三 重 の 「志 げ子」(S6-)、 兵 庫 の 「ち江子」(S2-)、 の8人 です。

特に 「志」 は前 に も書 きま したが、変体仮 名の意識で、 したが って心情的

に は 「ひひ子」 なので しょう。 この8人 を 「ひひ子」 とす ると、合計で617 、

4.61%と な ります。

「一子」 であるのに一コと読 まない名 まえ もあ ります。資 料 で は2人 で、

神奈川 の 「羽衣子」(ハ イネ)さ ん(S40-)と 静 岡 の 「亜利子」(ア リス)

さん(S60-)で す。 ともに外来名風です。 もちろん、一コ と読 まな いの で

すか ら今回の集計 には入 っていませ ん。

「一子」の もの と して は、他 に2音 節2字 が あ ります。総計で は 「音子」

が18、 「訓子」 が6あ ります。 これ らをすべて挙 げ ます と、 次 の よ うに な
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ります。

「音子」 は、福 島Hで 「貴子」(キ コ)、 千 葉S60一 で 「華子」(カ コ)、 東

京S21一 で 「世子」(セ コ)、Hで 「理子」(リ コ)3人 、 「阿子」(ア コ)、 で

東京 は計5人 、神奈川 はす べてHで 、 「莉子」(リ コ)、 「理子」、 「沙子」

(サ コ)各1人 、兵庫S35一 で 「理子」、S45一 で 「亜子」(ア コ)計2人 、 奈

良H「 亜子」、 岡山H「 理子」、愛媛S55-「 麻 子」(マ コ)、 福岡S40-「 治子」

(チ コ)、S45-「 麻 子」計2人 、 宮崎S45-「 理 子」、 です。

「訓子」 は、東京H「 菜子」(ナ コ)、 愛知H「 菜子」、大阪S45-「 吾 子 」

(ア コ)、 兵庫H「 真子」(マ コ)、 徳 島S50-「 真 子」、 鹿 児 島S60-「 吾 子」

です。兵庫 の 「真子」 さん は秋篠宮家 の 「真子」 さま誕 生 のS3年 の年末

の生 まれです。

2音 節 の 「音子」 も 「訓 子」 の どち らも非常 に新 しい傾向で あることは

(そ の1)で 述 べた とお りです。

「一子」 ではな く 「ひ ご」で は宮城のH「 りこ」 があ ります。

なお4音 節2字 では 「訓子」 しか あ り得 ません。 埼玉Hr薫 子」(カ オ

ル コ)、 神奈川S45-「 忍 子」(シ ノプコ)、 同Hr桜 子 」(サ ク ラコ)、 香 川

S60-「 桜 子」、 と計4人 で した。 また、4音 節 に は 「ひ ひひ子」 が あ りま

して、 これ は東京S35一 の 「ひか り子」 で した。

そ の 他 の 一 コ に つ い て

一部で はすで に述 べた もの もあ りますが
、 名 まえの最後 が その他 の一コ

の人 について まとめてみ ます。

2音 節2漢 字で、一子 のっかないの は、宮城の 「香好(カ コ、S35-)」 、

千葉の 「里湖(リ コ、S50-)」 と 「亜湖(ア コ、正D」、滋賀 の 「真幸(マ コ、
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近過去の女性名(そ の3)

s45-)」 熊 本の 「亜紀(ア コ、H)」 と なって います。5人 の うち2人 が

「一湖」 です。 「亜紀」 は普通 はアキですが、 ここで はアコとな って います。

余談 ですが、 アキの 「亜紀」 は普通 は女性名 ですけれど も、 わた しの知 っ

てい る若 い男性歌人 の本名で 「亜 紀」があ ります。 聞いて みた ら、生 まれ

た ときに父君 が知人 の詩人(「 迷子 の迷子 の子猫 ち ゃん」 の作 詞者)に 依

頼 して命名 して もらった、 ということで した。

3音 節1字 の名 まえはすべて ミヤコで、神奈川の 「京」 さん(H)だ け

が 「京」 で、 あ と9人 はすべて 「都」 さんで した。北海道(S60-)、 岩 手

(S55-)、 埼 玉(S40-、S60-)の2人 、大阪(S40-)、 岡 山(S55-)、 福 岡

(S25-、S60-、H)の3人 で した。

普通 はこれ は一コの中には入 れない ものか も知れ ませんが 、 命名 の場 合

女子 だか ら一コにす る、 とい う意識 のあった人 もあるの で はな いで しょう

か。

3音 節2漢 字 は17人 で す。北海道S30一 の 「静香(シ ズコ)」、 宮城S50一

の 「陵誇(リ ョウコ)」、群馬S60一 の 「聖湖(セ イ コ)」、 千葉S45一 の 「有

功(ユ ウ コ)」、 同 じくS50一 の 「優湖(ユ ウコ)」、 東京 のS30一 の 「清 香

(セ イコ)」、同 じくともにS45一 の 「祐古(ユ ウ コ)」 と 「幸亨(ユ キ コ)」、

富山S50一 の 「良香(ヨ シコ)」、 石川S45一 の 「清 庫(キ ヨ コ)」、 静 岡S40一

の 「良好(リ ョウコ)」、愛知S45一 の 「貴花(タ カ コ)」、兵 庫S21一 の 「貞

姫(サ ダコ)」、徳 島S45一 の 「貴光(タ カコ)」、 同 じくS55一 の 「紀香(ミ

チ コ)」、愛媛S30一 の 「洋江(ヨ ウコ)」、宮崎S45一 の 「令江(レ イ コ)」 が

これです。

一コと読 ませた漢字 は
、「香」4人 、「湖」 「江」2人 で、あとは1人 ずっ、

「誇」、 「功」、「古」、 「亨」、 「庫」、 「好」、 「花 」、 「光」、「姫」、 とな ります。
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わた しの知 って いる女性 で 「久五」 とい う人が いますが、 これは ピサ コ

と読 みます。 しか し、上 に述べ ま した ようにわた しの資料で は 「五」 をコ

とい うのはあ りませ んで した。

なお、 ここで述べ た 「良」や 「幸」 は、前 の'この二 つの漢字 の読 み の数

には入 っていませ ん。

生年階層はS30一 か らS55一までです。S50一 やS55一 な どに多 く見 られ ます

が、S50一 は総数が それ ほど多 くないのに、3人 もあ る し、S45一 は 総数 が

多 い ものの7人 もあ って、 この年 あた りに ピー クがあ るよ うです。

地域別で は、兵 庫、徳 島、愛媛、宮 崎の計5人 だ けが西 口本 で、他 は愛

知 まで の東 日本 とな ってい る点が注 目され ます。 しか し、全部 の数 がそ う

多 くないので、生 年 とともにそれ ほどはっき りとは言え ません。

3音 節3漢 字で一子のっかな いもの は、静岡S40一 の 「左千呼(サ チ コ)」、

愛媛S35一 の 「美奈川(ミ ナ コ)」、福 岡S21一 の 「日出湖(ヒ デ コ)」 の3人

とな っています。 コと読む漢字 にさ らに 「呼」、「川」が加 わる ことにな り

ます。

今 後 の 計 画

「一コ」 にっ いて は、3音 節2漢 字 とい う大 きな部分 を除 いて発 表 は終

わ りま した。今集計 中の もの は、女 性名接 尾辞 の ト エ」、「一ヨ」、「一ミ」、

「一力」 です。

「一エ」 は、「一コ」 と並 ぶ有力 な ものですが、 もともと 「一コ」 よ りず っ

と少 な く、ト コ」 と同様、 だん だん減 っています。「一工」 につ いて は集計

はほとん どで きて いますが、「一工」 の文字 ごとの集計 はまだ進行中です。

「一コ」 の漢字が上 に見 ま したよ うに、圧倒 的に ト子」 で あ るのに比べ れ
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ば、 「一工」 は、「一江」、「一枝」、「一恵」 など多 くの表記 が あ り、集計 が複雑

にな ります。

「一ヨ」 は、それほど多 くはあ りません。 これ もだん だん減 る傾 向 にあ

ります。表記 と して は、 「一代」 と 「一世」 とが二っ の大 きな勢 力 ですが 、

前者 の方が多 いようです。

「一ミ」 と 「一力」 とは新興勢力 ですが、「一ミ」 はそれほど新 しくはな く、

昔か らある程度 ははあ りま した。今上昇 中で しょう。表記 は 「一美」 が圧

倒的で今や女性名接 尾辞 の代表 にな ってい る感 があ ります。

もっと急上昇中なのが 「一力」 だ と思い ます。「一力」 は昔 はあまりなか っ

たのですが、今 は相 当多 くなって き ま した。 この ことを実感 したの は、

「フ ミコ考」 のために資料を集めていた ときです。 特 にS60一 やHと い う新

しい時代にな ると 「フ ミコ」 よ りもむ しろ 「フ ミカ」 の方 が多 くなって き

ま した。 この時は集計 は しませんで したが、今改 めて集計 を始 めてみた と

ころです。

以上の ものについては次 の機会 を得て報告 を したい、 と思 っていますが、

本号 を ご覧 の方 々はお分か りのよ うに、 わた しは本誌 に登場 するわ けに は

参 りません。本来 な らば集計謝金 の一部 を本学 に仰 ぎま したので、本学 関

係に発表 す るのが筋で あ りま しょうが、 それ がで きないのは誠 に残念 であ

ります。上 に も述べ ま したように、すべて集計 の遅れ故 であ りま した。
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